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滝
野
自
然
学
園
催
し

僉
陰
た
き
の
森
の
よ
う
ち
え
ん
僊

r  

s  

研
果
実
ジ
ャ
ム
作
り
＝
8
月

　

日
昌
、
硯
滝
野
の
ま
ち
を
探
検

25＝
9
月
8
日
昌
。
い
ず
れ
も
午
前

　

時
～
午
後
2
時
。

10

p  

o  

3
歳
～
就
学
前
の
子
と
そ
の

保
護
者
各　

組
。
１
組
千　

円
。

20

800

１
人
追
加
ご
と
に　

円
。

500

僉
隠
た
き
の
森
の
が
っ
こ
う
僊

r  

ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
と
キ
ャ
ン
プ
。

s  

9
月　

日
松
～　

日
掌
。

11

12

p  

o  

小
学
生　

人
。
1
万
3
千
円
。

30

※
陰
隠
のm  

は
が
き
に
上
欄
必
要

事
項
と
性
別
、
参
加
者
全
員
の
生

年
月
日
を
記
入
し
、
臼
研
は
8
月

　

日
昭
、
臼
硯
と
渦
は
9
月
2
日

19昭（
い
ず
れ
も
必
着
）ま
で
に
送
付
。

g  

。a  
 

j  

青
少
年
女
性
活
動
協

会（
〒　
‐　

南
区
滝
野　

滝
野
自

005
0862

106

然
学
園
内
）b  

（　

）8
7
8
0

591

交
通
資
料
館
写
生
会

r  

交
通
資
料
館
の
展
示
物
を
自
由

に
写
生
。
作
品
は
屋
外
に
展
示
。

s  

q  

8
月　

日
昇
ま
で
の
午
前　

17

10

時
～
午
後
4
時
。
交
通
資
料
館

（
地
下
鉄
南
北
線
自
衛
隊
前
駅
南

側
シ
ェ
ル
タ
ー
下
）。

i  

交
通
事
業
振
興
公
社b  

（　

）0
8
2
2
、a  

251市
電
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

r  

市
電
と
綱
引
き
、
車
両
工
場
見

学
、
露
店
、
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど

。

s  

q  

8
月　

日
掌
午
前　

時
～
午

29

10

後
4
時
。
電
車
事
業
所
（
中
央
区

南　

西　

）
ほ

か

。

21

16

i  

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーb  

（　

）4
8
9
4

222
 

違
法
な
廃
家
電
回
収
業
者
に　

ご
注
意
を

　

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
住
宅
地
を
回

る
不
用
品
回
収
業
者
に
、
処
理
料

金
を
払
っ
て
家
電
製
品
や
家
具
な

ど
を
回
収
し
て
も
ら
う
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
や
違
法
な
料
金
請
求
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

i  

事
業
廃
棄
物
課b  
（　

）2
211

9
2
7

金
融
・
投
資
被
害
の
相
談
会

　

面
接
、
電
話
に
よ
る
相
談
会
。

電
話
の
方
は
、
開
催
時
間
中
にb  

（　

）5
7
1
1
で
応
じ
ま
す
。

231

s  

q  

8
月　

日
松
午
前　

時
～
午

21

10

後
3
時
。
弁
護
士
会
館
（
中
央
区

北
1
西　

）。
10

i  

消
費
者
セ
ン
タ
ーb  

（　

）2
2
4
5

211
 
雑 
が
み
再
資
源
化
工
程
の
見
学
会

ざ
つ

s  

9
月　

日
昌
午
前
8
時
～
午
後

22

5
時　

分
。

50

q  

王
子
板
紙
名
寄
工
場（
名
寄
市
）。

p  

中
学
生
以
上
の
方　

人
。

75

m  

往
復
は
が
き
に
上
欄
必
要
事
項

を
記
入
し
、8
月　

日
昇（
消
印
有

31

効
）ま
で
に
ご
み
減
量
推
進
課（
市

役
所
内
／
1
㌻
）
へ
送
付
。g  

i  

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーb  

（　

）4
8
9
4

222
 r  

受
講
者
に 
堆  
肥 
化
基
材
を
進
呈
。

た
い 

ひ

s  

q  

左
表
の
通
り
。

 m  

b  

、c  

、d  

。
上
欄
必
要
事
項
を

記
入
し
、
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓

口
（d  

kitagom
i@
alles.or.jp

）
へ
。

i  

生
ご
み
堆
肥
化
相
談
窓
口

b  

・c  
（　

）5
3
1
8

621

ご
み
減
量
を
学
ぶ　
　
　
　
　

買
い
物
ゲ
ー
ム
体
験

　

希
望
の
場
所
で
開
催
し
ま
す
。

p  

小
学
4
年
以
上
で　

人
～　

人

20

30

程
度
の
団
体
。

m  

来
年
2
月　

日
捷
ま
で
に
随
時

28

生ごみ堆肥化セミナー■生ごみ堆肥化セミナー
会　場時　間開催日

清田区民センター
（清田区清田1の2）

午後1時30分
～3時

8/21松

南区民センター
（南区真駒内幸町2）8/24昇

白石区民センター
（白石区本郷通3）8/28松

コアレックスホール
（中央区北4西15）

午前10時30分
～正午、午後
1時30分～3時

8/31昇

ちえりあ（13㌻）午後1時30分
～3時

9/4松

エルプラザ（15㌻）9/7昇

消
費
者
協
会
へb  

。

i  

消
費
者
協
会b  
（　

）8
3

728

0
0

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
催
し

僉
陰
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
僊

s  

8
月　

日
晶
午
後
1
時
～
3
時
。

20

p  

中
学
生
以
上
の
方　

人
。

10

o  
　

円
。

500
僉
隠
生
ご
み 
堆  
肥 
化
講
座
僊

た
い 
ひ

s  

8
月　

日
掌
午
後
1
時
～
2
時
。

22

p  

中
学
生
以
上
の
方　

人
。

20

※
陰
隠
のm  

8
月　

日
昌
か
らb  

。

11

e  
僉
リ
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
僊

r  

野
菜
や
卵
、
お
菓
子
を
販
売
。

s  

9
月
5
日
掌
午
前　

時
～
午
後

10

3
時
。

j  

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ

（
厚
別
区
厚
別
東
3
の
1
）b  
（　

）
375

1
1
3
3

秋
の
建
築
物
防
災
週
間 

（
8
／　

捷
～
9
／
５
掌
）

30

　

外
壁
タ
イ
ル
の
落
下
や
昇
降
機

に
よ
る
事
故
、
地
震
・
火
災
に
よ

る
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
建
物
の
所

有
者
は
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
、
多
く
の
方
が
利
用

す
る
建
物
の
査
察
を
行
い
ま
す
。

i  

建
築
安
全
推
進
課b  
（　

）
211

2
8
6
7

防
災
訓
練
に
ご
協
力
を

　

各
区
で
実
施
し
ま
す
。
場
所
に

よ
り
通
行
止
め
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
飛
行
音
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

s  

8
月　

日
捷
～
9
月
5
日
掌
。

30

i  

危
機
管
理
対
策
課b  
（　

）
211

3
0
6
2

が
け
崩
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

が
け
崩
れ
の
前
兆
と
し
て
、
小

石
が
落
ち
て
く
る
、
亀
裂
が
発
生

す
る
、
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
す

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
警

戒
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
臼
が
け
面
を
削
っ
た
り
、

土
を
盛
っ
た
り
す
る
渦
擁
壁
な
ど

の
構
造
物
を
作
る
―
―
な
ど
を
行

う
と
が
け
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
工
事
着
手
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

i  

宅
地
課b  
（　

）2
5
1
2

211

赤
十
字
講
習
会

僉
陰
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室
僊

r  

子
ど
も
の
事
故
防
止
、
A
E
D

の
使
用
法
な

ど

。

s  

9
月
2
日
昭
午
前　

時
～
正
午
。

10

p  

乳
幼
児
の
母
な
ど　

人
。

20

僉
隠
赤
十
字
救
急
法
基
礎
僊

r  

s  

心
肺 
蘇  
生 
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

そ 

せ
い

用
法
な

ど

。検
定
あ
り
。9
月　

日
㈬
、

15

　

日
㈷
午
前
9
時
～
午
後
2
時
。

23

p  
　

歳
以
上
の
方
各　

人
。

15

40

o  

千　

円
。

500

僉
韻
健
康
増
進
セ
ミ
ナ
ー
僊

r  

日
常
生
活
に
お
け
る
介
護
。

s  

9
月　

日
昭
午
前　

時
～
正
午
。

30

10

n  
　

人
。

30
※
陰
隠
韻
のq  

赤
十
字
会
館
（
中

央
区
北
1
西
5
）。

※
陰
隠
韻
のm  

臼
嘘
は
往
復
は
が



11 11
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き
に
上
欄
必
要
事
項
と
、
臼
は
託

児
（
1
歳
以
上
）
希
望
の
有
無（
希

望
者
は
子
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
も
）
を
記
入
し
、
臼
は
8
月

　

日
昌
、
嘘
は
9
月　

日
昌（
い

25

15

ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
日
赤
北
海

道
支
部（
〒　
‐　

中
央
区
北
1
西

060
0001

5
）
へ
送
付
。g  

、
渦
は
8
月

　

日
㈬
に
日
赤
北
海
道
支
部
へ
直

18接
。e  

i  

日
赤
札
幌
市
地
区
本
部b  

（　

）3
3
3
9

211防
災
協
会
救
命
講
習
会

僉
陰
応
急
手
当
普
及
員
養
成
僊

r  

s  

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
指
導
者

の
育
成
な

ど

。
9
月　

日
昇
～　

日

14

16

昭
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

p  

市
内
に
居
住
か
通
勤
す
る　

歳
18

以
上
の
方
で
、
講
習
後
、
所
属
す

る
団
体
で
指
導
で
き
る
方　

人
。

12

僉
隠
上
級
救
命
僊

r  

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
心
肺 
蘇  
生 

そ 

せ
い

法
、
け
が
人
へ
の
応
急
手
当
て
。

s  

p  

9
月　

日
掌
午
前
9
時
～
午

26

後
5
時
。
市
内
に
居
住
か
通
勤
す

る　

歳
以
上
の
方　

人
。

16

12

※
陰
隠
のq  

琴
似
プ
ラ
ザ
（
西
区

琴
似
2
の
2
高
道
ビ
ル
）。

※
陰
隠
のm  

往
復
は
が
き
に
上
欄

必
要
事
項
を
記
入
し
、
8
月　

日
14

松
（
必
着
）
ま
で
に
送
付
。g  

j  

防
災
協
会（
〒　
‐　
003
0023

白
石
区
南
郷
通
6
北
）b  

（　

）1
861

2
1
1

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に

ご
協
力
を

　

有
効
期
限
が
近
い
水
道
メ
ー
タ

ー
を
無
料
で
取
り
替
え
ま
す
。
対

象
家
庭
に
は
、
水
道
局
か
ら
委
託

を
受
け
た
事
業
者
が
事
前
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
後
、
取
り
替
え
に

伺
い
ま
す
。
作
業
に
は
1
時
間
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

s  

8
月
下
旬
～　

月
下
旬
。

11

i  

給
水
課b  
（　

）7
0
5
5

211

か
配
水
管
理
事
務
所
（
中
央
・
南

区
＝b  
（　

）7
3
0
0
、
北
・
東

572

区
＝b  
（　

）7
3
0
0
、
白
石
・

762

厚
別
区
＝b  
（　

）7
3
0
0
、
豊

891

平
・
清
田
区
＝b  
（　

）7
3
0
0
、

812

西
・
手
稲
区
＝b  
（　

）7
3
0
0
）

663

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

空
き
家
と
新
設
（
左
表
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
は
空

き
家
が　

月
下
旬
か
ら
、
新
設
は

11

来
年
1
月
下
旬
か
ら
。
申
し
込
み

は
ど
ち
ら
か
一
方
で
す
。
詳
し
く

は
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 m  

9
月
1
日
昌
か
ら
住
宅
管
理
公

社
、
区
役
所
な
ど
で
配
布
す
る
申

込
書
を
9
月
9
日
昭（
消
印
有
効
）

ま
で
に
送
付
。g  

。
申
込
書
は

a  

か
ら
も
入
手
可
。
※
も
み
じ
台

団
地
は
来
年
2
月
ま
で
毎
月
1
回

住
宅
管
理
公
社
で
直
接
受
け
付
け
。

i  

住
宅
管
理
公
社
（
中
央
区

北
1
西
2
オ
ー
ク
札
幌
ビ
ル
）b  

■新設市営住宅
（借り上げ市営住宅）

募集
戸数形式区分団地名・

所在地

12
LDK

家族向け
車いす
住宅グリーン

コート
新川２
（北区
新川
3の13）

111
LDK

単身向け
一般住宅

332
LDK家族向け

一般住宅
213

LDK

（　

）3
0
7
1
、
募
集
案
内
テ
レ

205ホ
ン
サ
ー
ビ
スb  
（　

）3
3
8
8

211

（
も
み
じ
台
団
地
に
つ
い
て
はb  

（　

）3
3
8
9
）、a  

211マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

s  

q  

9
月　

日
松
午
後
1
時　

分

18

30

～
4
時　

分
。
か
で
る
2
・
7（
中

30

央
区
北
2
西
7
）。

p  

マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
し
て
い
る

方
、
管
理
組
合
役
員
な
ど　

人
。

200

m  

b  

、c  

、
直
接
。
上
欄
必
要
事

項
を
記
入
し
、
8
月　

日
昌
か
ら

11

北
海
道
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連

合
会
（
中
央
区
北
1
西
2
オ
ー
ク

札
幌
ビ
ル
、b  

（　

）2
3
8
1
、

232

c  

（　

）3
7
2
1
）
へ
。e  

232

i  

住
宅
課b  
（　

）2
8
0
7

211

市
街
化
調
整
区
域
の　
　
　
　

土
地
購
入
や
利
用
に
ご
注
意
を

　

市
街
化
調
整
区
域
は
計
画
的
な

街
づ
く
り
の
た
め
に
市
街
化
を
抑

制
す
る
区
域
で
す
。
一
般
住
宅
や

工
場
、
簡
易
な
プ
レ
ハ
ブ
構
造
の

建
物
な
ど
、
構
造
用
途
や
基
礎
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
建
築
が
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用

倉
庫
を
工
場
な
ど
別
の
目
的
に
使

用
す
る
用
途
変
更
も
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
街
化
調
整
区

域
の
山
林
や
原
野
を
図
面
上
で
区

画
分
筆
し
、
宅
地
と
見
せ
か
け
た

現
状
有
姿
分
譲
地
は
、
将
来
市
街

化
区
域
と
な
る
保
証
は
無
く
、
建

物
を
建
て
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

i  

宅
地
課b  
（　

）2
5
1
2

211

食
の
安
全
・
安
心
市
民
交
流

r  

施
設
見
学
や
意
見
交
換
な
ど

。

s  

q  

8
月　

日
松
午
前
6
時　

分

28

30

～　

時
＝
中
央
卸
売
市
場（
中
央

10
区
北　

西　

）、　

日
昇
午
後
1

12

20

31

時
～
5
時
＝
タ
マ
ネ
ギ
生
産
農
家

（
北
区
篠
路
町
）。

n  

各　

人
。

20

m  

上
欄
必
要
事
項
と
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
の
関
心
事
項
を
記

入
し
、
8
月　

日
捷
ま
で
に
t
。

16

g  i  

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ーb  

（　

）4
8
9
4
、a  

222

趣
味
・
教
養

レ
ジ
ャ
ー
・

ス

ポ

ー

ツ

お

で

か

け

ガ

イ

ド

子
ど
も
向
け

暮

ら

し

保
険
・
年
金

税

金

福
祉
・
健
康

ビ

ジ

ネ

ス

職

員

募

集

そ

の

他

広告
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火
葬
の
と
き
は
副
葬
品
な
ど
を

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

次
の
よ
う
な
副
葬
品
は
、
火
葬

や
収
骨
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
有

害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
火
葬
時
に
ひ
つ

ぎ
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は
出
棺
時
に

取
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。
臼
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
化
学
繊
維
製
品
渦
ガ

ラ
ス
・
硬
貨
・
貴
金
属
製
品
嘘
燃

え
に
く
い
も
の
（
厚
い
本
、
果
実
、

衣
類
な

ど

）
唄
危
険
物
（
ス
プ
レ
ー
、

ラ
イ
タ
ー
、
電
池
、
携
帯
電
話
な

ど

）。

i  

里
塚
斎
場b  
（　

）1
5
6

883

1
、
山
口
斎
場b  
（　

）3
6
3
6

691

お
墓
参
り
の
皆
さ
ん
へ

 　

平
岸
霊
園
は
8
月
7
日
松
～　
16

日
捷
、
里
塚
・
手
稲
平
和
の
各
霊

園
は　

日
晶
～　

日
捷
に
、
交
通

13

16

規
制
を
実
施
し
ま
す
。
自
家
用
車

の
利
用
は
控
え
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
る
た
め
、
お
供
え
物

は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

里
塚
斎
場
（
火
葬
場
）
へ
の
立
ち

入
り
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

交
通
機
関
里
塚
＝
中
央
バ
ス
札
幌

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
里
塚
霊
園
行
き

に
乗
車（
8
月　

日
晶
～　

日
捷
）。

13

16

平
岸
＝
地
下
鉄
南
北
線
南
平
岸
駅

下
車
。
手
稲
平
和
＝
Ｊ
Ｒ
琴
似
駅
、

地
下
鉄
東
西
線
琴
似
駅
、
発
寒
南

駅
か
ら
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
北
海
道

バ
ス
「
琴　

」「
発　

」
に
乗
車

42

42

（
8
月　

日
晶
～　

日
捷
。
平
和

13

16

の
滝
入
り
口
か
ら
手
稲
平
和
霊
園

ま
で
路
線
延
長
。
午
前
8
時
台
～

午
後
4
時
台
の
便
）。

i  

生
活
環
境
課b  
（　

）2
8

616

5
5

住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
補
助

　
　

万
円
を
上
限
に
、
対
象
工
事

50
費
の　

％
を
補
助
し
ま
す
。
工
事

10

着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

m  

市
役
所
7
階
住
宅
課
、
区
役
所

で
配
布
中
の
申
込
用
紙
を　

月　
10

29

日
晶
ま
で
に
持
参
。
予
算
額
に
達

し
次
第
終
了
。

i  

住
宅
課b  
（　

）2
8
0
7
、

211

a  
自
然
の
中
で
子
育
て
を

r  

親
子
を
対
象
と
し
た
昆
虫
や
草

花
な
ど
の
観
察
と
子
育
て
ト
ー
ク
。

s  

8
月　

日
昌
午
前　

時
～
正
午
。

18

10

q  

北
方
自
然
教
育
園
。

i  

北
方
自
然
教
育
園
（
南
区

白
川　

）b  

（　

）3
5
6
7

1814

596

あ
そ
び
の
ぽ
け
っ
と

r  

親
子
で
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

。

s  

8
月　

日
昭
午
前　

時
～　

時
。

26

10

11

q  

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

（
中
央
区
南
3
西
7
）。

p  

5
カ
月
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
で
未
受
講
の
方　

組
。

16

m  

8
月　

日
昌
か
らb  

。e  

18

j  

子
育
て
支
援
総
合
セ

ン
タ
ーb  
（　

）7
9
6
1

208

 
国
民
健
康
保
険

僉
保
険
料
軽
減
対
象
を
拡
大
僊

　

4
月
か
ら
開
始
し
た
、
解
雇
や

倒
産
な
ど
で
離
職
し
た
方
の
保
険

料
軽
減
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
範

囲
が
拡
大
し
ま
し
た
。
対
象
外

だ
っ
た
、
事
業
主
の
都
合
な
ど
で

離
職
し
、
再
就
職
な
ど
に
よ
り
被

用
者
保
険
に
加
入
後
、
再
離
職
し

た
方
な
ど
も
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
場
合
、
保
険
料
の
軽
減

対
象
と
な
り
ま
す
。
軽
減
に
は
届

け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
区
の
区
役
所
へ
相
談
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

条
件
臼　

年
3
月　

日
以
降
に
離

21

31

職
。
離
職
時
に　

歳
以
下
の
方
、

64

渦
雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格

者
」
ま
た
は
「
特
定
理
由
離
職
者
」、

嘘
再
離
職
に
よ
り
雇
用
保
険
の
受

給
資
格
が
生
じ
な
い
。

僉
所
得
申
告
書
の
提
出
を
僊

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
前
年
の

所
得
に
基
づ
い
て
算
定
し
ま
す
。

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を
し
た

方
や
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
そ
の
所
得
を
基
に

し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
に
は
、

保
険
料
算
定
の
た
め
の
所
得
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

僉
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
僊

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
納
付
通
知
書
、

預（
貯
）金
通
帳
、
届
出
印
を
持
参

し
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
か
お

住
ま
い
の
区
の
区
役
所
保
険
年
金

課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
険
年

金
課

介
護
保
険

僉
低
所
得
者
減
免
僊

　　　

年
度
の
保
険
料
が
第
3
段
階

22
以
上
で
、
次
の
す
べ
て
の
基
準
を

満
た
す　

歳
以
上
の
方
は
、
申
請

65

に
よ
り
最
も
低
い
金
額
の
段
階
ま

で
介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
保
険
年

金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

p  

臼　

年
中
の
収
入
の
合
計
が
単

21

身
世
帯
で　

万
円
、
2
人
世
帯
で

120

　

万
円
（
以
降
1
人
に
つ
き　

万

160

50

円
を
加
算
）
以
下
、
渦
世
帯
全
員

の
預
貯
金
の
合
計
額
が　

万
円
以

350

下
、
嘘
別
世
帯
の
市
民
税
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
、
唄
世
帯

全
員
が
居
住
用
ま
た
は
事
業
用
以

外
の
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な
い
。

持
参
す
る
も
の
世
帯
全
員
の　

年
21

中
の
収
入
の
分
か
る
も
の
、
預
貯

金
額
の
分
か
る
も
の
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
の
保
険
証
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
険
年

金
課

国
民
年
金

僉
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な

い
方
へ
僊

　

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て　
20

歳
以
上　

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

60

が
加
入
し
、
老
後
の
生
活
を
支
え

合
う
制
度
で
す
。
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
と
、
障
が

自己負担額の合計の
基準額

区　　　分
後期
高齢者

国保・70
歳以上

国保・69
歳以下

67万円126万円

臼契住民税の課税所得が
145万円以上ある被保険者
と、その方と同じ世帯にい
る被保険者の方
形国保（69歳以下の場合）
の各加入者の所得から33万
円を控除した金額の合計が
600万円を超える世帯

56万円67万円渦 臼嘘唄に該当しない方
31万円

34万円

嘘世帯全員が市民税非課税

19万円

唄 嘘のうち、次のいずれか
に該当する方。契世帯全員
が所得0円（公的年金等控除
を80万円として計算）
形老齢福祉年金を受給
※毎年8月～翌年7月末の自己負担額を基に計算

高額医療・高額介護合算療養費
　国保または後期高齢者医療制度では、同じ世帯
で、かつ同じ制度の被保険者全員の1年間の医療
保険と介護保険の自己負担額合計が下表の基準
額を超えたときは、その超えた額を支給します。
i 区役所（1㌻）の保険年金課
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